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子育て総合支援センター フェスティバルの開催について 
 

１．事業趣旨 

大垣市子育て総合支援センターにおいて、親子でふれあい、楽しむことができるフ

ェスティバルを年４回（春・夏・秋・冬）開催し、子育てに対する意識の向上を図る

とともに、子育て総合支援センターを広くＰＲする。 
 

２．事業内容 

四季（春・夏・秋・冬）ごとにテーマを設ける。 

 春：「親子でふれあおう」  夏：「楽しくつくろう」 

  秋：「みんなで食べよう」  冬：「元気にあそぼう」 

 

(１) 春：「親子でふれあおう」 

①と    き：平成２３年５月２２日(日)   

②目   的：小動物とのふれあいや、親子一緒に体を使った遊びを通して、ふれあ

いの楽しさ、大切さを実感でき、家族間の交流も図れる機会を提供す

る。 

③事業内容：ヤギ・ヒツジ・イヌなどとのふれあいや、ポニーの乗馬、動物レース

など移動展示動物園（ミニ動物園）を行うほか、テレビでおなじみの

キャラクターショーやパラバルーンなど、遊びを通して親子のふれあ

いを楽しむ。 

※パラバルーンとは、「パラシュート」と「バルーン」がいわば合体したとも言
える遊具。1974 年甲南女子大学教授 故・水谷英三先生考案以来、幼少児から
成人まで幅広い年齢層に古くから親しまれてきた。遊びながらタイミング感覚、
リズム感、スピード感、表現力を学べる。また、仲間とのコミュニケーション
を図ることにより、幼児期の社会性や人間形成の育成に最適といわれている。 
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 (２) 夏：「楽しくつくろう」  

①と    き：平成２３年７月３１日(日)   

               子育て支援条例に定める「水都っ子ウイーク」に近い日程で開催 

②目   的：夏休み期間中、親子がふれあいながら、親子一緒に作品を制作する場

を提供する。 

夏の風物詩：縁日を開催し、一緒に遊びながら、夏休みの思い出づく

りにも一役。 

③事業内容：夏祭りとしてキャラクターショーなどで親子一緒に楽しむほか、クラ

フトコーナーなど親子での作品づくりを楽しむ。 

 

（３）秋：「みんなで食べよう」 

 ①と    き：平成２３年１１月中旬   

 ②目  的：食育の大切さをテーマに、あわせて地産地消の理解促進を図る。 

③事業内容：父親参加の「育メンクッキング」やキャラクター弁当づくりを行う。 

       秋の実りに感謝し、地産地消による「具沢山の豚汁｣などを来場者に

振舞い、子育てにおける日々の食育の大切さをＰＲする。 

      秋祭りとして、おなじみのキャラクターと親子が一緒に遊ぶほか、

バザー･フリーマーケット(子どもの不用品交換会)などを計画。 

 

（４）冬：｢元気にあそぼう」   

①と    き：平成２４年２月中旬   

②目  的：親子で一緒に体を動かすふれあいの場の提供。 

      バルーンアートによる創作の実演。 

③事業内容：体操のお兄さんなどを招き、歌とともに親子で一緒に体を動かし、体

操の面白さや親子のふれあいを楽しむ。 

風船太郎によるバルーンアートの実演とともに、親子で一緒につく

る。 

 

以上のフェスティバルでは、毎回絵本の読み聞かせを、午前と午後に行い、絵本の

楽しさを伝えるとともに、読み聞かせの方法も紹介する。 

   


